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でき，脱燐処理の高効率化が可能となった。Fig.2 に脱珪ス

テーションの設備概要を示す。また，Fig.3 に従来の鋳床脱

珪と脱珪ステーションでの脱珪酸素効率（ηO2）の比較を示

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 Schematic view of de[Si]station 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.3 Oxygen efficiency at de[Si] 
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Fig.5 CaO consumption at de[P]process 
 
3.2 脱燐溶銑の大量製造 
 極低シリコン溶銑を用いることにより，脱燐初期の脱珪時

間が不要となるとともに，脱燐石灰効率が向上しスラグ発生

量が大幅に低減された。また，スラグ量の低減により脱燐処

理時のスラグフォーミング現象などの処理阻害要因が排除

され，溶銑輸送容器を用いフリーボードに限界のあった溶銑

鍋型脱燐（鍋 NRP）の能力は飛躍的に拡大された。従来，

鍋 NRP の能力は 280 千 T／月程度であり，福山製鉄所第二

製鋼工場向けの溶銑を全量脱燐することは不可能であった

が，脱珪ステーションの導入により，その能力は 420 千 T／
月まで向上し，脱燐溶銑を同工場へ 100%供給することが可

能となった。 
 また，福山製鉄所第三製鋼工場においては炉代の前期を脱

炭炉，後半を溶銑脱燐処理炉として運用する転炉型脱燐（LD
－NRP）を 1995 年より採用してきたが，極低シリコン溶銑

を用いることにより，転炉の操業ピッチに合わせた高速処理

が可能となった。現在，その能力は最大 480 千 T／月にまで

向上し，脱燐銑 100%による操業を行っている。 
 これらの技術開発により，溶銑段階で燐成分を平均で

0.012%とし，製品規格以下まで安定的に低減することで，

転炉での脱燐負荷のない操業を確立した。 
 Fig.6 に福山製鉄所における溶銑脱燐処理比率の推移を示

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.6 Production of hot metal dephosphorizaion o1(l dep)-5.1((4chosp)-5.1(hc9 2b8fe382b581439245971 0.da7cho0n9782c682b5)Tj
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Fig.8 Schematic view of online-dustmeter 
 
に伴う，鉄・マンガン成分の酸化ロス増大などの問題が発生

した。 
 そこで数値解析による酸素の噴流状態のシミュレーショ

ンとオンラインダスト濃度計を用いた実機でのテストによ

りランスノズルの最適な形状を見い出し，新ランスノズルの

開発と操業への適用を行った。 
 これら技術開発により Fig.9 に示すようようなダスト発生

量の低減を実現した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.9 Quantity of dust generation 
 
5. ZSP による操業改善効果 
5.1 スラグ発生量の削減 
 以上の技術開発の結果，プロセストータルの生石灰使用量

が極少化され，Fig.10 に示すように製鋼スラグの大半を占め

ていた転炉スラグは，ZSP の適用後，10kg/t 以下に削減さ

れ，製鋼スラグ発生量も 60kg/t 程度と従来に比較して半減

した。この転炉でのスラグ発生の極少化に伴い，スラグへの

マンガンロスが減少することで，マンガン鉱石の直接還元歩

留りが向上し，マンガン合金鉄の大幅な削減も達成された。

加えて，転炉からのスラグ流出が抑制され，鋼の品質を悪化

させる非金属介在物である鋼中アルミナ量が激減し，鋼の品

質向上に顕著な効果が得られた。Fig.11 に製鋼起因の冷延コ

イル格落ち率の比較を示す。 

 また，これら製鋼スラグ削減と同時に脱珪スラグのカリ肥

料化，脱燐スラグの炭酸固化による漁礁（マリンブロック）

 




